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貝類（内湾産） ＜オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科＞ 愛知県：絶滅 （国：絶滅危惧Ⅱ類） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜CERITHIOIDEA THAIARIDAE＞ AICHI：EX （JAPAN：VU） 

タケノコカワニナ Stenomelania crenulata (Deshayes) 

 
【選定理由】 
 本種は河口部上部の汽水域泥底に生
息し、特に本種の分布北限に近い東海
地方では、護岸工事の影響が少なく、
比較的緩やかな流れ、もしくは止水の
ワンド的な環境に生息する。西南日本
各地に生息記録があるが、現存する産
地は著しく減少した。和田・他（1996）
では矢作川河口域の生息記録があげら
れているが、1997 年以降の 20 回以上
に及ぶ調査でも、汽水域の貝類として
は大型である本種の死殻さえ確認でき
なかった。愛知県科学教育センター
（1967）で生息記録のある豊川河口域
でも、死殻さえ確認できなかった（松
岡・他, 1999）。三河湾沿岸の河口域 11
カ所を詳しく調査した結果でも、生息
は確認できなかった（木村･木村 , 
1999）。その後の調査でも引き続き生
息が確認できない。従って絶滅と評価
された。 

【形 態】 
 殻長約 60 mm の塔型で殻はやや厚
く、大型。成長にともなって殻頂部は
欠落する。殻表はほとんど平滑で黒色。
蓋は卵形で革質。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 県内での生息場所は現在存在しない。 
【国内の分布】 
 日本固有種。本州関東地方以南九州までに分布する。現在では三重県員弁川河口域（伊勢湾）が
分布の北限の可能性が高い（2011 年に軟体部と蓋の残った死亡個体 1 個体が採集された；図示標本）。
三重県志摩半島でも個体数は著しく少ない。紀伊半島（三重県南西部から和歌山県中南部河口域；
木村未発表試料）、四国太平洋岸、九州南部・西部（福田・木村, 2012）には健全な個体群が確認さ
れている。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したような生息環境が護岸工事などで破壊された。生息場所が残された場所でも生息が確認
されなくなった要因については不明。 
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